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賛成率が増えている。純増しているわけです。20 代で見ると、2002 年には賛成率が 33.2％だったのが
40.2％まで伸びていて、30 代も多少伸びている。









賛成率が、５年の間で 20 代女性で数倍…。数倍と言っても、増えても 20 数パーセントですけれども、
20 代で昔はほとんどいなかったのが、ここ５年の間に…、５年と言っても 2007 年ですが、2002 年から
2007 年の間に、相当の割合で増えている。
これは別に私が婚活って言ったせいじゃないですよ、2007 年ですからね。私が婚活を提唱したのは







た。彼は関西の 10 大学ぐらいの大学で 1987 年からほとんど同じ質問で、大体同じ大学の同じ学年の学
生に対して、同じ質問を続けている先生です。
その質問の「結婚をして子供が生まれても仕事を持ち続けた方がよい」というものの選択率を女子大
学生で見た場合、1987 年、1992 年と 49 パーセントぐらいだったんですが、97 年で一気に 63.3 パーセ
ントまで増えた。まさに大学生の職業意識が高まった！と 97 年頃は言っていたんですが、2002 年でちょ

































































































































































































































































































































































































































































































































2002 年から 2007 年の５年間で増えている…、まあ、若い世代のところで増えているというふうにおっ
しゃっていましたけれども、これ、20 代の半分の人は５年経ったら 30 代に移行しているということで




●山田昌弘氏：30 前後で多少純増ですね。そうですね。30 から 35 ぐらいでほぼ変わりなく、35 以上
は減少って感じですね。それはいろんなカーブの描き方があると思いますが、まあ、その年齢は幾つか
はともかくとして、大体 30 前半以上の人は純減。今のですね。現在の 30 前半では変わらず。35 以上
の人は純減。30 以下の人は純増っていう感じになっています。






































●質問者 C：今日はありがとうございました。私、東京学芸大学の 35 年前の社会学の卒業生です（笑）。
ありがとうございました。



































































































































年度 10 周年を迎え、今年から新たな 10 年に向かって進み始めたところですが、その始まりにふさわし
いお話を頂くことができました。かつてフェミニズムで盛んに強調されてきた「女性同士の連帯」が経
済格差という形で分断される現状は、まさに新しい課題です。男女雇用機会均等法の不全が雇用形態の
非正規化との結びつきから来ているとすれば、これからは、市場における競争ではなく、そこから一時
的に脱落している男女を含めた、企業中心ではない男女共同参画を実現する必要があるかも知れません
ね。問題の構造を明快にお解きになるようなお話しをどうもありがとうございました。
ちなみに 10 年前と言えば、わたくしアメリカから日本に帰ってきて、月給３万円の大学の非常勤研
究員っていうのをはじめながら、もちろん自活もできないので、４月からちゃんと就職できるか、戦々
恐々としながら親と暮らしている時でした。ちょうど先生の「パラサイト・シングル」という言葉が流行っ
ていて、背中からナイフで突き刺されたような（笑）気分がしていたんですけれども、半年後に就職し
た大学に図らずも先生がいらっしゃるのを目にして、とっても眩しかったという思い出がございます。
それでは本日は皆様、どうも長い間ありがとうございました。そして山田先生、どうもありがとうご
ざいました。
─拍手─
